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◆持続可能なまちづく
りを推進

　令和６年度当初予算

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

山形市議会 で 検索

▲新緑の季節にそよぐ高瀬川のこいのぼり

◆常任委員会
　４つの委員会を開催しました

３ 月
定例会

https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/gikai/index.html


主な新規事業

一般会計　1,021億円
全会計総額1,956億円

持続可能なまちづくりを推進持続可能なまちづくりを推進

【非ＦＩＴ型太陽光発電設備導入補助事業】４，４１４万円
　自家消費型太陽光発電設備や、併設する蓄電池・ＥＭＳの導入に補助を行います。

【そば消費額日本一プロジェクト推進事業】３８５万円
　大都市圏でプロモーション活動を行い、山形そばの魅力を発信
することで、そばの消費拡大や地域経済の活性化を図ります。

【省エネ高効率設備導入補助事業】３，８９９万円

　省エネ性能の高い空調設備、地中熱空調設備、照明機
器、給湯

機器の導入や更新に補助を行います。

【救急医療情報共有システム導入事業】２，４３４万円　傷病者の情報を救急隊と受入先医療機関で共有するシステムを導入し、搬送時間の短縮を図ります。
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▲地域移行で持続可能な部活動へ

　
　
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
と
の
関
係
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
画

に
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
当
初
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

フ※

ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
施
手
法
検
討
事
業

�

５
６
１
万
円

　
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か

ら
業
務
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

公
共
施
設
の
維
持
管
理
手
法
な

ど
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

委
員

資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
長

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
専
門
的
知

識
を
有
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

業
務
を
委
託
し
て
、
本
市
の
公
共

施
設
が
抱
え
る
課
題
の
整
理
や
目

標
達
成
の
た
め
の
手
法
な
ど
を
検

討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
文
化
部
活
動
の
地
域
移
行

連
携
に
向
け
て
、
令
和
６
年
度
の

モ
デ
ル
事
業
に
ど
の
よ
う
に
取
り

部
活
動
地
域
移
行
連
携
事
業

�

２
０
０
７
万
円

　
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行

連
携
に
向
け
て
、
モ
デ
ル
事
業

を
拡
充
し
て
検
証
を
進
め
ま
す
。

委
員

活
動
は
、
市
内
全
校
の
生
徒
を
対

象
と
し
て
実
施
し
、
運
動
部
活
動

は
、種
目
ご
と
の
特
性
に
応
じ
て
、

単
独
校
型
、
複
数
校
型
、
全
校
合

同
型
で
実
施
し
て
い
く
。
モ
デ
ル

事
業
を
通
し
て
、
本
市
に
合
う
体

制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
事
業
の
詳
細
と
効
果
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
は
、

口
頭
と
用
紙
へ
の
記
載
で
、
傷
病

者
か
ら
の
情
報
収
集
と
医
療
機
関

へ
の
情
報
伝
達
を
行
っ
て
い
た

が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
運
転
免

許
証
や
生
体
情
報
モ
ニ
タ
ー
を
読

み
取
り
、
病
院
に
配
置
さ
れ
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
情
報
を
同
時
に
共
有

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
受
け
入
れ
ま
で
の
時
間
の

短
縮
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
一

斉
照
会
機
能
を
備
え
て
お
り
、
複

数
の
病
院
へ
の
同
時
連
絡
が
可
能

と
な
る
こ
と
か
ら
、
通
報
か
ら
収

救
急
医
療
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業

�

２
４
３
４
万
円

　
受
け
入
れ
医
療
機
関
と
救
急

現
場
で
の
傷
病
者
情
報
を
共
有

す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
受

け
入
れ
照
会
の
迅
速
化
を
図
り

ま
す
。

委
員

通
信
指
令
課
長

容
ま
で
の
時
間
短
縮
も
期
待
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
具
体
的
に
は
ど
の
程
度
の

効
果
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
場
滞
在
時
間

や
照
会
時
間
の
短
縮
、
照
会
回
数

の
削
減
を
目
標
と
し
て
お
り
、
救

急
搬
送
困
難
事
案
の
１５
～
２０
％
の

低
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
令
和
６
年
度
に
実
施
す
る

出
張
所
の
仮
眠
室
の
個
室
化
と
、

女
性
職
員
用
の
施
設
整
備
の
詳
細

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
市
内
５
つ
の
出
張
所

の
う
ち
、
高
楯
出
張
所
、
成
沢
出

張
所
、
天
神
町
出
張
所
の
３
カ
所

で
カ
プ
セ
ル
ベ
ッ
ド
を
導
入
す
る

形
で
の
個
室
化
を
予
定
し
て
い
る
。

女
性
活
躍
用
施
設
の
整
備
は
、
女

性
専
用
の
更
衣
室
、
休
憩
室
、
洗

面
室
、洗
濯
室
を
整
備
す
る
ほ
か
、

各
部
屋
の
入
口
に
テ
ン
キ
ー
ロ
ッ

ク
と
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。

委
員

通
信
指
令
課
長

消
防
庁
舎
機
能
強
化
事
業

�

５
６
４
３
万
円

　
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
の
災
害
活
動
拠
点
と

し
て
、
消
防
庁
舎
の
改
修
を
行

い
ま
す
。

委
員

警
防
課
長

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

モ
デ
ル
事
業
で
は
、
吹
奏

楽
部
、
茶
道
部
、
写
真
部

の
３
つ
の
文
化
部
活
動
を

対
象
と
し
て
い
る
が
、
６

年
度
は
、
美
術
部
、
俳
句

部
、
や
ま
が
た
Ａ
Ｉ
部
の

３
つ
を
追
加
し
、
合
わ
せ

て
６
つ
を
対
象
と
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
　
モ
デ
ル
事
業
の
詳

細
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
文
化
部

文
化
創
造
都
市
課
長

委
員

企
画
調
整
部
長

令和６年度当初予算を可決

※　ファシリティマネジメント…企業・団体が所有または使用する全施設資産とそれらの利用環境を、経営戦略的視点から総合的・総括的に企画、
管理、活用する経営活動。

地域の魅力向上と課題解決を図り、地域の魅力向上と課題解決を図り、
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る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
向
け

て
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
の
学
生

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
う
ほ
か
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

関
係
機
関
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
予
算
の
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
６

年
度
か
ら
上
山
市
、
山
辺
町
と
建

設
候
補
地
の
選
定
作
業
に
入
る
予

定
で
あ
り
、
候
補
地
の
地
形
や
法

規
制
な
ど
を
調
査
す
る
た
め
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
登

録
者
数
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み

新
広
域
斎
場
整
備
検
討
事
業

�

５
２
９
万
円

　
現
施
設
の
老
朽
化
や
火
葬
需

要
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

上
山
市
、
山
辺
町
と
と
も
に
、

新
た
な
斎
場
の
整
備
を
検
討
し

ま
す
。

委
員

新
斎
場
整
備
推
進
室
長

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ（
ス
ク
ス
ク
）生
活

推
進
事
業�
４
１
６
４
万
円

　
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
他
市
と
の
連

携
事
業
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

委
員

ル
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
１２
月

補
正
予
算
を
受
け
て
開
発
を
始
め

て
お
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
の
連
携
や

運
用
テ
ス
ト
な
ど
を
経
て
、
６
年

７
月
か
ら
の
運
用
開
始
を
目
標
と

し
て
い
る
。

　
　
　
支
援
を
受
け
て
認
定
農
業

者
と
な
っ
た
人
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
新
規
就
農
者
受
入
協

議
会
で
就
農
者
ご
と
の
カ
ル
テ
を

生
活
福
祉
課
長

新
規
就
農
支
援
事
業

�

４
５
３
８
万
円

　
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
・

定
着
や
経
営
安
定
な
ど
の
た
め
、

機
械
導
入
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

育
児
休
業
終
了
の
数
カ
月
前
か
ら

施
設
利
用
予
約
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
施
設
側
で
は
、

枠
の
確
保
の
た
め
に
、
利
用
開
始

ま
で
の
間
も
保
育
士
な
ど
の
人
件

費
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

保
護
者
や
市
と
の
連
絡
調
整
な
ど

の
業
務
を
施
設
側
に
担
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
そ
の
間
の
人
件
費
な

ど
を
市
が
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

聴
こ
え
く
っ
き
り
事
業

�

７
１
１
万
円

　
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
聴
力

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、ヒ※

ア
リ
ン
グ

フ
レ
イ
ル
の
予
防
や
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
現
在
実
施
し
て
い
る
年
度

途
中
で
の
受
け
入
れ
と
、
ど
の
よ

う
に
異
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
０
歳
児
は
年
度

途
中
の
受
け
入
れ
枠
が
少
な
く
、

１
歳
に
な
る
前
に
育
児
休
業
を
終

え
て
、
年
度
初
め
か
ら
の
利
用
を

申
し
込
む
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、

育
児
休
業
復
帰
者
を
対
象
と

し
た
保
育
利
用
予
約
事
業

�

２
１
６
５
万
円

　
子
ど
も
が
１
歳
に
な
る
ま
で

育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
よ
う

に
、
年
度
途
中
で
の
入
所
に
対

応
す
る
保
育
所
な
ど
へ
、
新
た

な
補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

保
育
育
成
課
長

　
　
　
事
業
対
象
を
広
げ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

詳
細
と
周
知
啓
発
の
方
法

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５

年
度
は
、
聴
力
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
、
市
内
の
補
聴
器

相
談
医
を
受
診
し
た
人
を

対
象
と
し
て
い
た
が
、
６

年
度
は
、自
ら
受
診
し
て
、

本
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
へ
の
協
力
に
同
意
し
た

人
も
対
象
と
す
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
若
い
人
か

ら
も
手
に
取
っ
て
も
ら
え

委
員

長
寿
支
援
課
長

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
度
は
、

過
去
最
多
と
な
る
約
４
０
０
０
人

の
新
規
登
録
が
あ
っ
た
。
今
後
は
、

事
業
者
登
録
を
増
や
す
こ
と
で
、

事
業
者
内
で
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
登
録
者
数
の

増
加
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
運
用
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

健
康
増
進
課
長

ひ
き
こ
も
り
生
活
者
支
援
事
業

�

１
８
６
３
万
円

　
孤
独
孤
立
対
策
と
し
て
、
全

国
に
先
駆
け
て
Ａ
Ｉ
と
デ
ジ
タ

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
相
談
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

委
員

▲１歳までの育児休業取得を後押し

▲ウォーキングでポイントＧｅｔ！
※　ヒアリングフレイル…聴き取る能力の衰えのこと。
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で
あ
る
半
導
体
、
デ
ジ
タ
ル
、
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
を

成
長
産
業
と
捉
え
て
い
る
。
誘
致

活
動
は
、
山
形
北
イ
ン
タ
ー
産
業

団
地
を
幅
広
く
周
知
す
る
た
め
、

令
和
５
年
度
に
東
京
駅
の
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
た
広
告

を
設
置
し
た
ほ
か
、
全
国
の
企
業

約
３
３
０
０
社
を
対
象
と
し
た
投

資
計
画
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
６
年
度
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど
を

踏
ま
え
て
積
極
的
な
誘
致
活
動
を

行
っ
て
い
く
。

山
形
ブ
ラ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
ズ

事
業

�

１
３
０
８
万
円

学
校
側
で
は
、
保
護
者
へ
の
一
斉

連
絡
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。

　
　
　
七
日
町
大
通
り
の
低
利
用

の
路
上
駐
車
帯
を
活
用
し
た
滞
在

空
間
の
創
出
を
行
う
と
の
こ
と
だ

が
、
事
業
の
詳
細
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
大
沼

中
心
市
街
地
歩
行
者
空
間
創
出

等
事
業�

３
０
６
７
万
円

　
「
歩
く
ほ
ど
幸
せ
に
な
る
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
道
路

を
含
む
公
共
空
間
の
さ
ら
な
る

高
度
利
用
に
向
け
た
社
会
実
験

を
実
施
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

作
成
し
、
研
修
か
ら
就
農
し
て
自

立
す
る
ま
で
、
１２
年
間
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
カ
ル
テ
を
作
成

し
た
約
７０
人
の
う
ち
２３
人
が
認
定

農
業
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
産
業
団
地
へ
の
集
積
を
目

指
す
成
長
産
業
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
誘
致
活
動
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
国
の
戦
略
分
野

山
形
北
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

開
発
事
業

�

２
億
４
８
０
８
万
円

　
令
和
８
年
度
の
分
譲
開
始
に

向
け
て
、
造
成
工
事
や
企
業
の

誘
致
活
動
を
行
い
ま
す
。

委
員

産
業
政
策
課
長

前
の
荷
さ
ば
き
ス
ペ
ー
ス
が
不
要

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
道
路
を
直

線
化
し
、
歩
道
を
拡
張
す
る
こ
と

で
、
歩
行
者
の
滞
在
空
間
化
の
検

証
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
市
役
所
前
の
山
形
山
寺
線

で
、
南
進
車
線
を
閉
鎖
し
、
車
道

空
間
を
活
用
し
た
滞
在
空
間
化
の

社
会
実
験
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、

バ
ス
路
線
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
交
バ

ス
株
式
会
社
と
協
議
し
た
と
こ
ろ
、

市
役
所
西
側
の
旅
篭
町
八
日
町
線

に
仮
設
の
バ
ス
停
を
設
置
し
た
い

と
の
意
向
で
あ
っ
た
。
バ
ス
停
移

設
の
影
響
も
社
会
実
験
の
結
果
と

し
て
捉
え
、
将
来
的
な
バ
ス
停
の

在
り
方
も
検
証
し
て
い
く
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

の
「
Ａア

ベ

ズ

ｂ
ｅ
ｚ
」
を
使
用
し
て
、

山
形
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
や
誘
客
を
図

る
も
の
で
あ
る
。
ア
プ
リ
で
は
、

山
形
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
ポ
イ

ン
ト
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
、
貯

め
た
ポ
イ
ン
ト
を
、
山
形
へ
の
旅

行
チ
ケ
ッ
ト
や
特
産
品
と
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
事
業
内
容
の
詳
細
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　
学
校
が
保
護
者

や
子
ど
も
へ
適
切
に
対
応
す
る
た

め
に
、
法
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
相
談
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
と
し
て
３
人

の
弁
護
士
を
配
置
す
る
予
定
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
は
、
市
の
委
託
弁

護
士
に
相
談
し
て
い
た
が
、
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
相
談
ま
で
の
日
程
調
整
に

必
要
な
時
間
が
短
く
な
る
た
め
、

事
案
の
初
期
段
階
で
相
談
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

ス※

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
活
用
事
業

�

１
２
１
万
円

　
教
育
行
政
を
法
的
側
面
か
ら

支
援
す
る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

を
導
入
し
、
教
職
員
の
負
担
軽

減
や
学
校
運
営
の
円
滑
化
を
図

り
ま
す
。

委
員

学
校
教
育
課
長

　
　
　
事
業
の
詳
細
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を

行
っ
た
人
を
対
象
と
し

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
プ
リ

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
者
な
ど
へ
、
山
形
の

特
産
品
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
の
発
信
な
ど
を
行
う

こ
と
で
、
山
形
ブ
ラ
ン

ド
の
認
知
度
向
上
や
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

委
員

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
長

　
　
　
保
護
者
連
絡
ツ
ー

ル
の
活
用
方
法
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
保
護
者

側
で
は
欠
席
な
ど
の
連
絡

の
際
に
使
用
す
る
ほ
か
、

統
合
型
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

�

７
８
９
２
万
円

　
市
立
小
・
中
学
校
の

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
に
保
護
者
連
絡

ツ
ー
ル
な
ど
の
機
能
を

追
加
し
ま
す
。

委
員

学
校
教
育
課
長

▲南進車線を使って社会実験
※　スクールロイヤー…学校で発生するさまざまな問題に対して、法的観点から継続的に助言を行う弁護士。

▲分譲に向けて造成工事施工中
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同
様
の
イ
ベ
ン
ト
を
上
下
水
道
部

の
駐
車
場
で
も
試
験
的
に
実
施
す

る
予
定
で
あ
り
、
６
年
度
に
向
け

て
課
題
な
ど
の
検
証
を
行
い
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
ご
み
減
量
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
蔵
王
温
泉
地
内
の
路
線
へ
、

温
泉
を
利
用
し
た
熱
交
換
設
備
を

雪
に
つ
よ
い
消
雪
道
路
整
備

事
業�

２
億
７
９
８
８
万
円

　
冬
期
間
の
車
両
ス
リ
ッ
プ
事

故
を
防
止
し
、
人
や
自
転
車
の

回
遊
性
を
高
め
、
安
全
で
快
適

な
道
路
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

消
雪
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

委
員

人
工
衛
星
と
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
配

水
管
漏
水
調
査
業
務
委
託
に
必
要

な
費
用
は
ど
う
か
。
ま
た
、
ど
の

程
度
の
範
囲
を
調
査
す
る
予
定
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
工
衛
星

画
像
を
撮
影
す
る
費
用
と
、
撮
影

し
た
画
像
を
基
に
Ａ
Ｉ
が
検
知
・

抽
出
し
た
漏
水
の
可
能
性
の
あ
る

箇
所
を
確
認
・
調
査
す
る
費
用
を

含
め
て
、
約
１
５
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。
令
和
６
年
度
は
、

給
水
区
域
内
の
管
路
の
総
延
長
約

１
４
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

最
小
限
の
範
囲
で
あ
る
７
０
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
試
行
的
に
調
査
す

る
予
定
で
あ
り
、
調
査
区
域
は
、

漏
水
の
発
生
状
況
や
管
路
の
使
用

年
数
な
ど
を
加
味
し
な
が
ら
選
定

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

水
道
管
路
維
持
課
長

　
　
　
令
和
６
年
度
は
ど
の
よ
う

な
事
業
を
実
施
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年

１１
月
に
立
谷
川
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
敷
地
内
で
実
施
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
民
か
ら
持
ち

込
ん
で
も
ら
っ
た
中
古
家
具
な
ど

の
う
ち
、
４３
品
を
フ
リ
マ
ア
プ
リ

に
出
品
し
、
６
年
２
月
末
現
在
で

３７
品
が
売
却
済
と
な
っ
て
い
る
。

不
要
品
リ
ユ
ー
ス
促
進
事
業

�

３５
万
円

　
フ
リ
マ
ア
プ
リ
を
活
用
し
て

不
要
品
な
ど
を
売
却
す
る
こ
と

で
、
市
民
の
リ
ユ
ー
ス
へ
の
意

識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

　
　
　
家
族
介
護
支
援
事
業
と
し

て
、
位
置
確
認
が
で
き
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
器
導
入
の
初
期
費
用
を
補
助
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
事
業
の
詳
細

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
認
知
症
の
人
の

行
方
不
明
対
策
と
し
て
実
施
し
て

い
る
、
お
か
え
り
・
見
守
り
事
前

登
録
事
業
の
登
録
者
を
対
象
に
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
導
入
の
初
期
費
用
を

補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
用
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
の
機

介
護
保
険
事
業
会
計

�

２
３
３
億
８
８
１
９
万
円

　
介
護
保
険
の
運
営
に
要
す
る

経
費
で
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　
済
生
館
改
築
整
備
計
画
検

討
事
業
で
目
指
す
病
院
の
姿
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
、
約
４０

年
間
利
用
で
き
る
病
院
と
し
て
、

質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
、
市

民
や
周
辺
市
町
の
人
に
と
っ
て
使

い
勝
手
の
い
い
病
院
を
目
指
し
て

い
る
。
現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
議
論
を
行
い
、
設
計
に

活
か
し
て
い
く
。

病
院
事
業
会
計

�

１
５
２
億
５
２
３
０
万
円

　
済
生
館
と
済
生
館
高
等
看
護

学
院
の
運
営
・
管
理
に
要
す
る

経
費
で
す
。

委
員

済
生
館
事
務
局
長

方
式
を
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
山
寺
馬ま

方が
た
地
区
で
は
、
ど

の
よ
う
な
修
景
工
事
が
補
助
の
対

象
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
寺

立
石
寺
の
五
大
堂
か
ら
の
眺
望
景

を
守
る
た
め
、
山
並
み
や
田
園
風

景
と
調
和
が
取
れ
た
屋
根
の
形
態

や
色
彩
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

現
在
、
地
元
と
の
合
意
形
成
を
図

る
た
め
に
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
配
水
費
の
委
託
料
の
う
ち
、

景
観
重
点
地
区
景
観
形
成
推
進

事
業�

２
６
６
５
万
円

　
景
観
重
点
地
区
に
指
定
し
た

山
寺
地
区
と
蔵
王
温
泉
地
区
、

指
定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
七
日

町
御
殿
堰
周
辺
地
区
で
、
地
区

独
自
の
景
観
形
成
方
針
や
基
準

に
合
致
す
る
修
景
工
事
な
ど
に

対
す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

ま
ち
な
み
デ
ザ
イ
ン
課
長

水
道
事
業
会
計

�

９６
億
１
４
６
１
万
円

　
安
全
で
良
質
な
水
道
水
の
安

定
供
給
の
た
め
の
業
務
や
、
老

朽
配
水
管
の
耐
震
化
工
事
な
ど

に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

整
備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

温
泉
水
が
機
器
や
消
雪
管

に
与
え
る
影
響
な
ど
も
考

慮
し
て
検
討
を
行
っ
た
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
蔵
王
温

泉
で
は
、
電
気
や
温
泉
水

を
利
用
し
た
消
雪
を
行
っ

て
い
る
が
、
硫
化
水
素
の

影
響
で
の
電
気
融
雪
機
の

故
障
や
、
消
雪
管
に
湯
花

が
付
着
す
る
こ
と
で
の
消

雪
効
果
の
低
下
な
ど
が
見

ら
れ
た
た
め
、
温
泉
熱
で

温
め
た
不
凍
液
を
循
環
さ

せ
て
消
雪
を
行
う
熱
交
換

道
路
維
持
課
長

▲道路の消雪化で回遊性の向上へ

▲地域に愛され続ける病院を目指して
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種
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
の
生
活
に
合
っ
た
機
種
を

選
択
で
き
る
よ
う
な
補
助
制
度
に

し
て
い
く
。

　
　
　
令
和
５
年
１２
月
末
時
点
で
、�

約
１
万
５
千
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
へ
の
健
康
保
険
証
登
録
を

行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
６
年

１２
月
２
日
以
降
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
年
７
月

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

�

２
１
８
億
４
１
２
１
万
円

　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
要

す
る
経
費
で
す
。

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

　
　
　
家
族
介
護
支
援
事
業
と
し

て
、
位
置
確
認
が
で
き
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
器
導
入
の
初
期
費
用
を
補
助
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
事
業
の
詳
細

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
認
知
症
の
人
の

行
方
不
明
対
策
と
し
て
実
施
し
て

い
る
、
お
か
え
り
・
見
守
り
事
前

登
録
事
業
の
登
録
者
を
対
象
に
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
導
入
の
初
期
費
用
を

補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
用
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
の
機

介
護
保
険
事
業
会
計

�
２
３
３
億
８
８
１
９
万
円

　
介
護
保
険
の
運
営
に
要
す
る

経
費
で
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

に
健
康
保
険
証
を
一
斉
更

新
す
る
た
め
、
有
効
期
限

の
７
年
７
月
末
ま
で
は
当

該
保
険
証
が
使
用
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
６
年
１２
月

２
日
以
降
に
国
民
健
康
保

険
へ
加
入
し
た
場
合
に
は
、

市
が
資
格
確
認
書
を
発
行

す
る
こ
と
で
、
保
険
診
療

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
健
康
保
険
証
登
録

の
み
で
あ
れ
ば
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
な
ど
で
の
手
続

き
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保

険
課
の
窓
口
で
行
う
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

▲今後廃止される紙の国民健康保険証

　
本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
う
他
自
治
体
な

ど
へ
の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
議
会
運
営
委
員
会
の
視

察
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日程 視察地 視察項目

議会運営委員会
（１班）

令和６年
１月２３日（火）
～１月２５日（木）

滋賀県大津市
兵庫県芦屋市
大阪府豊中市

議会におけるＤＸ
の取組について

議会運営委員会
（２班）

令和６年
１月２９日（月）
～１月３１日（水）

奈良県奈良市
三重県鳥羽市
愛知県大府市

議会改革の取組に
ついて

議会運営委員会（２班）
活動テーマを設定し、委員会活動の活性化を実践

　大府市議会では、議
会の政策提案力の向上
や常任委員会の活性化
を目的に、委員会ごと
に決めた年間の活動
テーマに沿った調査研
究活動を行っています。
　活動テーマは、市民

の関心の高いものや市政の課題などから選定し、勉強会
や関係団体との情報交換会を行うことで現状の理解を深
め、課題を把握します。その後、先進地視察などを行い
ながら委員間で協議を重ね、提言や報告書の形で調査結
果をまとめて議長や市長に提出します。提言や報告書は
今後の市政運営などに活かすこととされ、実際に条例制
定につながった事例もあります。このようなサイクルを
毎年行うことで、市民ニーズの把握や市政の課題の掘り
起こしにつながり、議員の資質向上や議会の活性化にも
役立っていました。

議会運営委員会（１班）
ＩＣＴの活用で議会機能の強化を実現

　大津市議会では、災
害時や感染症のまん延
時などの場合でも委員
会を開催できるように、
オンライン会議システ
ムを利用した「オンラ
イン委員会」を実施し
ています。

　タブレット端末の導入や議会のＷｉ－Ｆｉ環境の整備
など、議会ＩＣＴ化の取り組みを経て、災害発生時や感
染症流行時以外にも、育児や入院、介護などの理由での
オンライン参加を認めることで、議員が委員会を欠席せ
ずに審査を行う機会を広く確保しています。
　また、ペーパーレス化にも取り組んでおり、会議資料
を事前にタブレット端末内に格納することで、紙資料の
配布を待たずに資料を読み込むことができるようになり、
会議での質疑の活性化にも寄与する取り組みとなってい
ました。

委
員
会

委
員
会

視
察
報
告

視
察
報
告
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物価高騰への対応や、健やかな物価高騰への対応や、健やかな
子どもの育成のための補正予算を審査子どもの育成のための補正予算を審査

補 正 予 算

　
　
　
給
付
の
申
請
が
必
要
と
な

る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
人
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
給
付
金
の
対

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給

付
金
給
付
事
業
（
低
所
得
者

の
子
育
て
世
帯
加
算
分
）

�

１
億
２
５
４
４
万
円

　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
給

付
金
を
追
加
支
給
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
未
来
部
長

　
　
　
８
公
園
の
遊
具
を
更
新
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
更
新
対
象
は

ど
の
よ
う
に
選
定
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
山
形
市
公
園
施

設
長
寿
命
化
計
画
と
健
全
度
調
査

の
結
果
を
基
に
、
優
先
度
の
高
い

遊
具
が
あ
る
公
園
か
ら
更
新
を

行
っ
て
い
る
。
５
年
度
は
長
寿
命

化
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
更

新
事
業
の
進
捗
率
は
約
７６
％
と

な
っ
て
い
る
。

公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
事
業

�

１
９
２
０
万
円

　
令
和
６
年
度
に
予
定
し
て
い

た
公
園
遊
具
の
更
新
工
事
を
前

倒
し
で
実
施
し
ま
す
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

　
　
　
給
付
対
象
予
定
者
数
の
想

定
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
令
和
５
年
度
に
作
付

け
、
出
荷
を
行
っ
て
い
る
販
売
農

家
、
農
業
法
人
、
集
落
営
農
組
織

を
給
付
対
象
と
し
て
お
り
、水
稲
、

大
豆
、
小
麦
を
生
産
す
る
対
象
者

は
約
２
４
０
０
件
、
園
芸
作
物
を

生
産
す
る
対
象
者
は
約
１
０
０
０

件
と
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
令
和
５
年
１０
月
か
ら
の
、

返
礼
品
代
や
送
料
な
ど
の
経
費
を

寄
付
額
の
５
割
以
下
と
す
る
な
ど

の
制
度
変
更
の
結
果
、
納
税
者
に

と
っ
て
は
返
戻
率
が
下
が
る
な
ど

の
影
響
が
あ
っ
た
が
、
駆
け
込
み

農
作
物
生
産
農
業
者
支
援
事
業

�

９
３
２
万
円

　
農
業
薬
剤
費
や
燃
料
費
な
ど

の
高
止
ま
り
の
影
響
が
続
い
て

い
る
農
業
者
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
、給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

９
億
２
０
４
４
万
円

　
寄
付
額
が
３９
億
円
に
達
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寄

付
金
と
返
礼
品
な
ど
の
経
費
を

増
額
し
ま
す
。

委
員

象
世
帯
に
児
童
が
い
る
場
合
の
加

算
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的

に
は
申
請
は
不
要
で
あ
る
が
、
基

準
日
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
分

な
ど
は
別
途
申
請
が
必
要
と
な
る

た
め
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
今
後
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
減

タ
ク
シ
ー
事
業
者
及
び
自
動
車

運
転
代
行
業
者
支
援
事
業

�
１
５
４
５
万
円

　
燃
料
の
高
止
ま
り
な
ど
の
影

響
が
続
く
タ
ク
シ
ー
事
業
者
な

ど
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

委
員

３月の主な補正予算
一般会計 ３３億１，９２９万円

●ふるさと納税推進事業
　�  ９億２，０４４万円

●物価高騰対応重点支援給付金給付事業
　（住民税均等割のみ課税世帯分）　�  ３億９，４２３万円

●介護サービス基盤整備事業
　�  ３億１，５０２万円

●施設型給付費
　�  ２億２，０４２万円

●物価高騰対応重点支援給付金給付事業
　（低所得者の子育て世帯加算分）　�  １億２，５４４万円

●運送事業者支援事業
　�  １億１，３３４万円

　
　
　
整
備
箇
所
と
整
備

内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
山
形
駅

東
口
と
西
口
、市
役
所
前
、

山
交
ビ
ル
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
道
の
駅
や
ま
が
た
蔵

王
の
バ
ス
停
で
の
整
備
を

予
定
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
は
、
時

刻
表
や
路
線
図
に
加
え
て

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
運
行
状

況
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

も
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
、

多
言
語
対
応
も
可
能
と
な

る
予
定
で
あ
る
。

委
員

公
共
交
通
課
長

　
　
　
全
国
的
に
婚
姻
件
数
が
減

少
し
て
い
る
が
、
本
事
業
の
効
果

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度
の

婚
姻
届
出
数
は
８
９
９
件
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
較
す
る
と
約
２

０
０
件
減
少
し
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
も
あ
る
中
で
、
一
定

の
歯
止
め
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

�

１
９
７
２
万
円

　
結
婚
に
伴
う
新
生
活
に
必
要

な
費
用
の
支
援
へ
の
申
請
件
数

が
当
初
を
上
回
る
見
込
み
の
た

め
、
所
要
額
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

少
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
配
車
ア

プ
リ
の
導
入
促
進
な
ど
、
業
務
効

率
化
へ
の
補
助
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
配
車
ア
プ
リ
を

導
入
す
る
事
業
者
は
ご
く
少
数
で

あ
り
、
す
べ
て
の
事
業
者
が
導
入

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
・
効
果
的

な
配
車
が
可
能
と
な
る
た
め
、
他

市
の
事
例
な
ど
、
支
援
の
在
り
方

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

公
共
交
通
課
長

地
域
公
共
交
通
計
画
推
進
事
業

�

５
０
４
９
万
円

　
主
要
な
バ
ス
停
な
ど
の
上
屋

整
備
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▲主要なバス停の一つである山形駅西口バス停

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

8

令和6年5月1日／228号令和6年5月1日／228号
やまがた市議会報やまがた市議会報



　
　
　
落
雷
で
漏
水
検
知
装
置
が

故
障
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
他
の

設
備
な
ど
へ
の
被
害
の
状
況
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
浸
出
水
処
理

施
設
な
ど
、
そ
の
他
の
設
備
や
機

能
へ
の
影
響
は
な
か
っ
た
。

上
野
最
終
処
分
場
漏
水
検
知

装
置
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

�

２
５
０
０
万
円

　
上
野
最
終
処
分
場
の
埋
め
立

て
ご
み
か
ら
発
生
す
る
浸
出
水

の
地
下
浸
透
防
止
の
た
め
の
漏

水
検
知
装
置
シ
ス
テ
ム
を
改
修

し
ま
す
。

委
員

廃
棄
物
指
導
課
長

　
　
　
８
公
園
の
遊
具
を
更
新
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
更
新
対
象
は

ど
の
よ
う
に
選
定
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
山
形
市
公
園
施

設
長
寿
命
化
計
画
と
健
全
度
調
査

の
結
果
を
基
に
、
優
先
度
の
高
い

遊
具
が
あ
る
公
園
か
ら
更
新
を

行
っ
て
い
る
。
５
年
度
は
長
寿
命

化
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
更

新
事
業
の
進
捗
率
は
約
７６
％
と

な
っ
て
い
る
。

公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
事
業

�

１
９
２
０
万
円

　
令
和
６
年
度
に
予
定
し
て
い

た
公
園
遊
具
の
更
新
工
事
を
前

倒
し
で
実
施
し
ま
す
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

　
　
　
給
付
対
象
予
定
者
数
の
想

定
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
令
和
５
年
度
に
作
付

け
、
出
荷
を
行
っ
て
い
る
販
売
農

家
、
農
業
法
人
、
集
落
営
農
組
織

を
給
付
対
象
と
し
て
お
り
、水
稲
、

大
豆
、
小
麦
を
生
産
す
る
対
象
者

は
約
２
４
０
０
件
、
園
芸
作
物
を

生
産
す
る
対
象
者
は
約
１
０
０
０

件
と
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
令
和
５
年
１０
月
か
ら
の
、

返
礼
品
代
や
送
料
な
ど
の
経
費
を

寄
付
額
の
５
割
以
下
と
す
る
な
ど

の
制
度
変
更
の
結
果
、
納
税
者
に

と
っ
て
は
返
戻
率
が
下
が
る
な
ど

の
影
響
が
あ
っ
た
が
、
駆
け
込
み

農
作
物
生
産
農
業
者
支
援
事
業

�

９
３
２
万
円

　
農
業
薬
剤
費
や
燃
料
費
な
ど

の
高
止
ま
り
の
影
響
が
続
い
て

い
る
農
業
者
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
、給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

９
億
２
０
４
４
万
円

　
寄
付
額
が
３９
億
円
に
達
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寄

付
金
と
返
礼
品
な
ど
の
経
費
を

増
額
し
ま
す
。

委
員

　
　
　
令
和
７
年
２
月
の

改
修
工
事
完
成
ま
で
長
い

期
間
を
要
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
漏
水

検
知
装
置
は
、
埋
立
物
か

ら
出
た
汚
水
な
ど
が
地
下

に
浸
透
し
な
い
よ
う
に
設

置
し
て
い
る
遮
水
シ
ー
ト

が
破
損
し
た
場
合
に
、
破

損
箇
所
を
特
定
す
る
装
置

で
あ
る
。
故
障
発
生
後
は

地
下
水
調
査
を
毎
日
行
っ

て
お
り
、
万
が
一
、
異
常

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

す
ぐ
に
対
応
を
行
う
。

委
員

廃
棄
物
指
導
課
長

▲遊具の更新で安全性を確保

納
税
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
年
９
月

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、
約

１
億
８
６
０
０
万
円
で
あ
っ
た
が
、

５
年
９
月
は
、
約
８
億
５
０
０
万

円
で
あ
り
、
前
年
比
約
４
３
３
％

と
な
っ
た
。
一
方
で
５
年
１０
月
は

前
年
比
約
５８
％
と
、
駆
け
込
み
納

税
の
反
動
で
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　
事
業
の
完
了
時
期
の
見
込

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
長

小
中
学
校
防
犯
対
策
施
設
整
備

事
業�

８
８
６
９
万
円

　
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
、

令
和
６
年
度
に
予
定
し
て
い
た

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
前
倒
し

で
実
施
し
ま
す
。

委
員

み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
５
年
度
か
ら
７

年
度
ま
で
の
３
カ
年
で
の
事
業
実

施
と
完
了
を
予
定
し
て
お
り
、
令

和
６
年
３
月
定
例
会
で
の
補
正
予

算
で
は
、
小
学
校
４
校
と
中
学
校

１１
校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

行
う
。

　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所

や
運
用
管
理
方
法
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
建
物
の
出
入
口

や
死
角
と
な
る
よ
う
な
場
所
へ
の

設
置
を
考
え
て
お
り
、
１
校
当
た

り
、
３
カ
所
か
ら
６
カ
所
程
度
に

設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
運
用
管

理
方
法
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用

管
理
の
要
綱
を
定
め
て
お
り
、
要

綱
に
基
づ
い
て
各
学
校
で
管
理
す

る
こ
と
に
な
る
。

教
育
企
画
課
長

委
員

教
育
企
画
課
長

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わせ
ください。
　なお、６月定例会で審査される請願・
陳情の締め切りは、６月３日（月）です。

☎０２３（６４２）８４０４

６月６日（木）
　　～６月２５日（火）

６月定例会の日程
（予定）
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基
準
額
を
こ
れ
ま
で
と
同

額
と
す
る
な
ど
、
市
民
負
担
を
最

小
限
と
し
て
い
る
一
方
で
、
保
険

料
が
引
き
上
げ
に
な
る
人
も
い

る
。
物
価
高
騰
な
ど
も
あ
る
中
で
、

国
の
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
が
必

要
と
考
え
る
が
、
国
へ
の
要
望
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
高
齢
化

の
進
展
で
保
険
給
付
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
全
国
市
長
会

や
中
核
市
市
長
会
を
通
し
て
、
国

に
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
の

要
望
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
　
今
回
の
改
正
で
保
険
料
が

軽
減
と
な
る
段
階
と
引
き
上
げ
と

な
る
段
階
の
構
成
比
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
９
月

末
時
点
の
被
保
険
者
を
改
正
後
の

所
得
段
階
に
置
き
換
え
た
場
合
の

構
成
比
は
、
保
険
料
が
軽
減
と
な

る
第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階
ま
で

が
約
３０
％
、
引
き
上
げ
と
な
る
第

１０
段
階
か
ら
第
１３
段
階
ま
で
が
約

４
％
と
な
る
。 福

祉

第
１
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
を
改
定

委
員

介
護
保
険
課
長

委
員

介
護
保
険
課
長

可
能
で
あ
り
、
就
労
選
択
支
援
員

養
成
研
修
を
修
了
し
た
人
が
就
労

選
択
支
援
員
と
な
る
。

　
　
　
対
象
と
な
る
医
療
機
関
や

手
数
料
の
詳
細
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
内
の
１７
カ
所

の
病
院
が
対
象
と
な
り
、
現
地
で

病
室
の
床
面
積
基
準
を
検
査
す
る

際
や
、
Ⅹ
線
装
置
の
入
れ
替
え
な

ど
の
許
可
を
す
る
際
な
ど
に
、
手

数
料
を
徴
収
す
る
も
の
で
あ
る
。

く
ら
し

病
院
の
構
造
設
備
の
検
査

手
数
料
を
設
定

委
員

保
健
総
務
課
長

合
に
は
、
訪
宅
し
な
い
月
に
テ
レ

ビ
電
話
装
置
な
ど
を
活
用
し
た
面

接
も
認
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
一

定
の
要
件
と
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　
利
用
者
の
同
意

を
得
る
こ
と
や
、
主
治
医
な
ど
の

合
意
を
得
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要

件
と
な
る
。

　
　
　
就
労
選
択
支
援
の
創
設
に

伴
い
、
就
労
選
択
支
援
員
を
配
置

す
る
こ
と
が
基
準
と
し
て
追
加
さ

れ
る
が
、
施
設
の
職
員
が
兼
務
す

る
こ
と
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
資

格
な
ど
は
必
要
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
職
員
の
兼
務
は

指
導
監
査
課
長

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど

の
人
員
や
運
営
の
基
準
を
改
正

委
員

指
導
監
査
課
長

▲住み慣れた地域でいきいきと

　
　
　
指
定
管
理
期
間
が
１
年
間

と
な
っ
て
い
る
が
、
指
定
管
理
候

補
者
と
の
協
議
は
十
分
に
行
っ
た

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
施
設
の
休
止
・

廃
止
も
含
め
た
在
り
方
を
検
討
し
、

十
分
に
協
議
を
行
っ
た
上
で
、
１

年
間
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
市
有
施
設
と
民
間
事
業
所

の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

在
り
方
の
検
討
を
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
在
り
方
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
庁
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
将
来
の

需
要
推
計
や
稼
働
状
況
、
人
材
確

保
の
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
検
討

し
て
い
る
。
検
討
の
結
果
、
在
り

方
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
な
る

施
設
に
対
し
て
は
、
地
域
関
係
者

や
利
用
者
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　
２
カ
月
に
１
回
は
訪
宅
し
、

か
つ
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

漆
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
決
定

委
員

長
寿
支
援
課
長

委
員

長
寿
支
援
課
長

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
な
ど
の

人
員
や
運
営
の
基
準
を
改
正

委
員

常任委員会

総 務
産業文教

厚 生
環境建設

４つの委員会を開催しました
（３月定例会）
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支
給
し
て
お
り
、
月
額
支
給
が
５

市
、出
動
に
対
す
る
支
給
が
２６
市
、

特※

定
行
為
に
対
す
る
支
給
が
１８
市
、

そ
の
他
勤
務
実
績
な
ど
に
対
す
る

支
給
が
７
市
で
あ
る
。
ま
た
、
支

給
額
の
全
国
平
均
は
、
月
額
支
給

が
６
５
０
０
円
、
出
動
に
対
す
る

支
給
が
４
３
０
円
、
特
定
行
為
に

対
す
る
支
給
が
４
６
０
円
、
勤
務

実
績
に
対
す
る
支
給
が
４
８
０
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
救
急
の
た
め
に
出
動
し
、

か
つ
、
対
象
と
な
る
特
定
行
為
を

行
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
出
動
件
数
の
う
ち
、

特
定
行
為
を
行
う
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
令
和
５
年
に
心
肺
機

能
停
止
傷
病
者
と
し
て
搬
送
し
た

委
員

職
員
課
長

　
　
　
救
急
救
命
士
手
当
を
創
設

し
、
出
動
１
回
に
つ
き
５
１
０
円

を
支
給
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
他

市
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
内
１２
の

消
防
本
部
の
う
ち
、
西
置
賜
行
政

組
合
消
防
本
部
の
み
が
手
当
の
支

給
を
行
っ
て
お
り
、
東
北
で
は
、

本
市
を
除
く
県
庁
所
在
地
で
支
給

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
本

市
を
除
く
中
核
市
で
は
、
５６
市
で

消

防

救
急
救
命
士
手
当
を
創
設

委
員

消
防
本
部
総
務
課
長

経
営
す
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
い

る
が
、
駐
車
場
配
置
の
適
正
化
に

向
け
た
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
車
場

配
置
適
正
化
区
域
は
主
に
中
心
市

街
地
内
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
土
地
利
用
を

行
っ
て
も
ら
う
た
め
、
中
心
市
街

地
エ
リ
ア
の
価
値
が
高
ま
り
、
駐

車
場
よ
り
も
収
益
が
高
く
な
る
活

用
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
駐
車
場
供
給
実
態
調
査
の

結
果
、
駐
車
場
が
供
給
過
剰
な
状

況
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
具

体
的
な
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

も
っ
と
以
前
に
条
例
を
廃
止
す
る

考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
山
形
市
ま
ち
な

か
駐
車
場
適
正
化
計
画
の
策
定
の

際
に
、
駐
車
場
供
給
実
態
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
必
要
な
駐
車
台

数
に
対
し
て
、
商
業
地
域
内
の
商

業
施
設
で
は
約
８
倍
、
医
療
施
設

な
ど
で
は
３
・
６
倍
の
駐
車
台
数

が
供
給
さ
れ
て
お
り
、
供
給
過
剰

な
状
況
が
判
明
し
た
た
め
、
廃
止

す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

商
業
地
域
な
ど
で
の
一
定
規
模

以
上
の
建
築
物
に
対
す
る
駐
車

施
設
の
附
置
義
務
を
廃
止

委
員

建
築
指
導
課
長

２
８
７
人
の
う
ち
、
１
５

５
人
に
対
し
て
特
定
行
為

を
実
施
し
て
お
り
、
実
施

率
は
５４
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
空
き
家
対
策
と
し

て
、
解
体
後
に
駐
車
場
を

ま
ち

　
づ
く
り

駐
車
場
配
置
適
正
化
区

域
内
で
の
設
置
に
届
け

出
が
必
要
な
路
外
駐
車

場
の
規
模
を
設
定

委
員

▲市民の命を救う救急救命士

※　特定行為…医療器具を用いた気道確保などの救急救命処置や、エピネフリン製剤でのエピネフリンの投与などの行為。

市民のための議会を目指して 市民のための議会を目指して ～議員研修会を開催～～議員研修会を開催～
　令和６年２月９日に、大正大学社会共生学部教授
の江藤俊昭氏を講師に迎え、『地方議会の役割と議
会改革の必要性～議会・議員の政策提案力アップで
住民福祉向上を目指す～』の演題で、議員研修会を
開催しました。
　江藤氏は大学で教鞭をとられているほかにも、地
域の民主主義向上に資する優れた取り組みを表彰す
るマニフェスト大賞の審査委員や地方自治研究機構
評議員を務められ、全国の地方議会の調査や議会改
革の支援などに広く取り組まれています。
　講演では、地方議会は地域経営にとって重要な権
限を持っており、「住民自治の根幹」に位置付けら
れることから、議会改革を行う際には、住民福祉の
向上という視点が重要であるとの説明がありました。
　住民福祉の向上を図るための取り組みとして、住

民との意見交換会での意見をもとに執行部へ政策提
言を行う飯田市議会の事例や、市民が議場で議員に
対して市政への提案を行う犬山市議会の市民フリー
スピーチなどの具体的な取り組みを紹介していただ
き、今後の議会改革に向けて、大変有意義な研修と
なりました。
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　３月定例会で審議された請願は、新たに提出された１件です。陳情は
２件が提出され、１件を審査し、１件を配付しました。各委員会での審
査結果は以下の通りです。

請願・陳情

件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

請　
　
願

第
１
号（
６
）※

新　
規

健康保険証を廃止せず存続を求
める国への意見書採択について 阿曽　　隆

髙橋　昭弘
斉藤　栄治

厚　生 継　続
山形県社会保障推進協議会
会長　高木紘一

陳　
　
　
　
　
情

第
１
号（
６
）

新　
規

年金制度における外国人への脱
退一時金の是正を求める意見書
の採択を求めることについて 厚　生 配付のみ

小坪慎也

第
２
号（
６
）

新　
規

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の
実態調査を求めることについて

総　務 継　続政党機関紙の庁舎内勧誘行為の
自粛を求める山形県民の会
代表　小林秀一

治
体
に
対
す
る
関
与
も
必
要
最
小

限
度
の
も
の
と
し
、
自
主
性
及
び

自
立
性
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
ル
ー
ル
が
法
定
化
さ

れ
た
。

　
法
定
受
託
事
務
は
違
法
な
事
務

処
理
を
し
た
場
合
な
ど
の
「
是
正

の
指
示
権
」
が
あ
る
が
、
自
治
事

務
は
「
是
正
の
要
求
」
ま
で
し
か

で
き
な
い
と
さ
れ
、
個
別
法
に
基

づ
く
是
正
の
指
示
は
極
め
て
抑
制

的
、
例
外
的
な
も
の
と
し
て
可
能

と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
自
治
事
務
は
地
域
の
実
情
を
十

分
把
握
す
る
地
方
自
治
体
の
判
断

が
よ
り
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

国
の
補
充
的
な
指
示
が
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
地
方
自
治
の
本
旨
に
反

し
安
易
に
行
使
さ
れ
な
い
旨
が
確

実
に
担
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
地
方
自
治
法
改
正

は
、
関
係
団
体
、
当
事
者
か
ら
の

意
見
を
十
分
尊
重
し
審
議
を
尽
く

す
よ
う
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規

定
に
基
づ
き
意
見
書
を
提
出
す
る
。

の
答
申
に
基
づ
き
、
地
方
自
治
体

に
対
し
て
「
必
要
な
指
示
が
で
き

る
制
度
（
補
充
的
指
示
権
）」
の

創
設
を
盛
り
込
ん
だ
地
方
自
治
法

改
正
案
を
令
和
６
年
３
月
１
日
に

国
会
に
提
出
し
た
。

　
案
の
と
お
り
改
正
さ
れ
れ
ば
、

違
法
、
緊
急
時
で
な
く
と
も
個
別

法
の
根
拠
規
定
を
要
す
る
こ
と
な

く
地
方
自
治
体
へ
の
国
の
指
示
権

の
行
使
が
可
能
と
な
る
。

　
２
０
０
０
年
の
第
一
次
地
方
分

権
改
革
で
国
と
地
方
は
「
対
等
・

協
力
」
の
関
係
と
な
り
、
地
方
自

　
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
１
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

　
国
は
第
３３
次
地
方
制
度
調
査
会

意
見
書
（
要
旨
）

第
３３
次
地
方
制
度
調
査
会
答
申

に
基
づ
く
地
方
自
治
法
の
改
正

に
つ
い
て
十
分
な
審
議
を
求
め

る
意
見
書

　
教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
１

人
の
任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
田
中
氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

　
田た 

中な
か　

 　
克ま
さ
る　
　
氏

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
う
ち
、
１
人
の
任
期
が
３
月

３１
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

引
き
続
き
峯
田
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
峯み
ね 

田た　
典の
り 

明あ
き　
　
氏

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
同
意

　
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
９
人

の
任
期
が
６
月
３０
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
次
の
方
を
選
任
す

る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。

　
勝か
つ 

見み　
祐ゆ
う 

子こ　
　
氏

　
安あ 

部べ　
信の
ぶ 

雄お　
　
氏

　
安あ 

達だ
ち　
明あ
け 

美み　
　
氏

　
植う
え 

田だ 

美み

由ゆ

紀き　
　
氏

　
柴し
ば 

田た　
公き
み 

利と
し　
　
氏

　
村む
ら 

山や
ま　
良よ
し 

光み
つ　
　
氏

　
金か
な 

澤ざ
わ　
孝た
か 

弘ひ
ろ　
　
氏

　
黒く
ろ 

木き　
佳よ
し 

昭あ
き　
　
氏

　
斉さ
い 

藤と
う　
弘ひ
ろ 

美み　
　
氏

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

　本市議会では、視覚障がい
のある方に市議会への関心と
理解を深めてもらうため、市
議会報のダイジェスト版とし
て、「点字版」、「声の議会報」
（ＣＤ版）、「音声コード版」
を作成・配布しています。作
成には、山形点訳赤十字奉仕
団と市内高校の放送部にご協
力をいただいております。
　随時配布の申し込みを受け
付けておりますので、ご希望
の方は議会事務局までお問い
合わせください。
☎０２３（６４２）８４０４

視覚障がいのある方に
議会報のダイジェスト
版を配布しています。

12

令和6年5月1日／228号令和6年5月1日／228号
やまがた市議会報やまがた市議会報



議決議案一覧（３月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１号 令和５年度山形市一般会計補正予算　内容は８～９ページをご覧ください。
可決

（全会一致）

議第２号
～

議第４号

令和５年度山形市一般会計補正予算、令和５年度山形市公共下水
道事業会計補正予算、令和５年度山形市駐車場事業会計補正予算
　内容は８～９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第５号
～

議第１７号

令和６年度山形市一般会計予算、令和６年度山形市水道事業会計
予算、令和６年度山形市公共下水道事業会計予算、令和６年度山
形市農業集落排水事業会計予算、令和６年度山形市立病院済生館
事業会計予算、令和６年度山形市国民健康保険事業会計予算、令
和６年度山形市後期高齢者医療事業会計予算、令和６年度山形市
介護保険事業会計予算、令和６年度山形市母子父子寡婦福祉資金
貸付事業会計予算、令和６年度山形市区画整理事業会計予算、令
和６年度山形市財産区会計予算、令和６年度山形市駐車場事業会
計予算、令和６年度山形市公設地方卸売市場事業会計予算
　内容は３～７ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第１８号 市道路線の認定について　１１路線を市道に認定するものです。
可決

（全会一致）

議第１９号
損害賠償の額の決定について
　地方自治法の規定に基づき、賃貸借契約を中途解約する違約金
としての損害賠償の額を決定するものです。

同意
（全会一致）

議第２０号 工事請負契約の締結について（山形市東消防署蔵王温泉出張所庁舎改築建築工事）
同意

（全会一致）

議第２１号
包括外部監査契約の締結について
　地方自治法の規定に基づき、令和６年度の包括外部監査契約を
締結するものです。

同意
（全会一致）

議第２２号 指定管理者の指定について（漆山デイサービスセンター） 可決
（全会一致）

議第２３号

山形市都市再生特別措置法に基づく特定路外駐車場の規模を定め
る条例の設定について
　都市再生特別法に基づき、駐車場配置適正化区域で路外駐車場
を設置する場合に届け出が必要となる駐車場の規模を定めるもの
です。

可決
（全会一致）

議第２４号
山形市建築物における駐車施設の附置等に関する条例の廃止につ
いて
　商業地域などでの一定規模以上の建築物への駐車施設の附置義
務を廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第２５号
山形市職員の分限に関する条例等の一部改正について
　定年の引き上げで影響を受ける職員の給与の取り扱いなどの必
要な事項を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第２６号
山形市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の一
部改正について
　地方自治法の改正に伴い、会計年度任用職員に勤勉手当を支給
するものです。

可決
（全会一致）

議第２７号

山形市健やか教育手当支給条例及び山形市福祉医療給付金支給条
例の一部改正について
　配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の改
正に伴い、健やか教育手当と親子健やか医療給付金の支給要件な
どの所要の改正を行うものです。

可決
（全会一致）

議第２８号 山形市監査委員条例の一部改正について　地方自治法の改正に伴い、規定を整備するものです。
可決

（全会一致）

議第２９号

山形市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部改正について
　行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律の改正に伴い、規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第３０号
山形市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
　特定の救急救命処置を伴う業務に従事した消防職員に特殊勤務
手当を支給するものです。

可決
（全会一致）

議第３１号
山形市市税条例の一部改正について
　市税の減免制度を見直し、減免申請者の負担の軽減を図るもの
です。

可決
（全会一致）

議第３２号
山形市手数料条例の一部改正について
　戸籍法や建築基準法などの改正に伴い、新たな手数料を定める
ものです。

可決
（全会一致）

議第３３号

山形市障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例の一部
改正について
　障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律の改正にあわ
せ、障がいのある人に対する事業者の合理的配慮の提供を、努力
義務から義務に改めるものです。

可決
（全会一致）

議第３４号 山形市まんさくの丘条例の一部改正について　児童福祉法などの改正に伴い、規定を整備するものです。
可決

（全会一致）

議第３５号
山形市介護保険条例の一部改正について
　令和６年度から８年度までの第１号被保険者の保険料を定める
ものです。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第３６号
～

議第４７号

山形市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する
基準等を定める条例等の一部改正について、山形市指定介護予防
サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サー
ビス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
等を定める条例等の一部改正について、山形市指定介護老人福祉
施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改
正について、山形市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並び
に運営に関する基準を定める条例の一部改正について、山形市介
護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める
条例の一部改正について、山形市軽費老人ホームの設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正について、山形市養護老人
ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて、山形市特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について、山形市指定地域密着型サービス
の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部
改正について、山形市指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正につ
いて、山形市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例の一部改正について、山形市指定介護予防支
援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の
一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、所要の改正を行うものです。

可決
（全会一致）

議第４８号
議第４９号

山形市障がい福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正について、山形市指定障がい福祉サービスの
事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部
改正について
　内閣府・厚生労働省令の改正に伴い、所要の改正を行うものです。

可決
（全会一致）

議第５０号
議第５１号

山形市障がい者支援施設の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について、山形市指定障がい者支援施設の人員、設
備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、所要の改正を行うものです。

可決
（全会一致）

議第５２号
山形市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準
等を定める条例の一部改正について
　内閣府令の改正に伴い、所要の改正を行うものです。

可決
（全会一致）

議第５３号
山形市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について
　内閣府令の改正に伴い、所要の改正を行うものです。

可決
（全会一致）

議第５４号
山形市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、所要の改正を行うものです。

可決
（全会一致）

議第５５号
山形市認定こども園の認定の要件に係る基準並びに施設の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
　就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に
関する法律の改正に伴い、規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第５６号
山形市道路占用料条例の一部改正について
　道路法施行令の改正にあわせ、市道の占用料の額を改定するも
のです。

可決
（全会一致）

議第５７号
山形市法定外公共物の管理に関する条例の一部改正について
　市道の占用料の額の改定にあわせ、法定外公共物の占用料の額
を改定するものです。

可決
（全会一致）

議第５８号
山形市火災予防条例の一部改正について
　地方公共団体の手数料の標準に関する政令の改正に伴い、危険
物を貯蔵する特定屋外タンク貯蔵所の設置許可の手数料の額を改
定するものです。

可決
（全会一致）

議第５９号
山形市市税条例の一部改正について
　地方税法の改正に伴い、能登半島地震の被災者が資産を損失し
た場合に、市民税の雑損控除の特例措置を設けるものです。

可決
（全会一致）

議第６０号
山形市保健衛生関係手数料条例の一部改正について
　医療法に基づく病院の構造設備の検査の手数料を新たに定める
ものです。

可決
（全会一致）

議第６１号 山形市教育委員会委員の任命について　内容は１２ページの「人事案件」をご覧ください。
同意

（全会一致）

議第６２号 山形市固定資産評価審査委員会委員の選任について　内容は１２ページの「人事案件」をご覧ください。
同意

（全会一致）

※議第１号、議第３２号は２月２０日に議決。議第２号～議第４号は３月５日に議決。その
他の議案と議会案は３月１９日に議決。

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第１号

山形市議会委員会条例の一部改正について
　組織機構の改編に伴い、規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議会案
第２号

第３３次地方制度調査会答申に基づく地方自治法の改正について十
分な審議を求める意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）
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山
形
駅
東
口
の
開
発
に
向
け

た
地
権
者
と
の
交
渉
の
進
展
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
令
和
元
年
に

示
し
た
エ
リ
ア
一
帯
の
再
開
発
構

Q

想
は
、
現
在
も
検
討
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
地
権
者
か
ら
は
、
開
発
の
方

向
性
に
一
定
の
理
解
を
得
て
い
る

と
考
え
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
開

A

発
構
想
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い

る
。
日
本
一
の
観
光
案
内
所
の
実

現
に
向
け
た
構
想
策
定
も
行
っ
て

お
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
重
視
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
歴
史
あ
る
貴
重
な
近
代
建
築

で
あ
る
旧
吉
池
医
院
を
、
裁
判
所

跡
地
に
移
築
し
て
は
ど
う
か
。
移

転
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
建
物

の
保
存
や
活
用
を
所
有
者
と
交
渉

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
民
間
団
体
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
視
点

を
踏
ま
え
て
、
関
係
者
な
ど
と
意

見
交
換
し
て
い
く
。

　
　
国
の
家
計
調
査
で
、
本
市
は

近
年
１
世
帯
当
た
り
の
和
菓
子
の

消
費
額
で
上
位
を
維
持
し
て
い
る

た
め
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
官
民
一
体
で
本
市
の

和
洋
菓
子
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
の
菓
子
業
界
か
ら
の
声
に
、

ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
。

　
　
関
係
団
体
な
ど
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ

で
き
る
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
菓
子
業
界
か
ら
の
提
案
が

あ
れ
ば
、
取
り
組
み
へ
の
積
極
的

な
支
援
な
ど
を
考
え
て
い
く
。

　
　
第
五
小
学
校
の
玄
関
や
昇
降

Q

AQ

AQ

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
対
し
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
３
月
定
例
会
で
は
、
２
月

２７
日
と
２
月
２８
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

　令和６年３月定例会の一般質
問の模様は、「山形市議会イン
ターネット議会中継」サイトに
て配信中です。
　インターネットによる配信で
は、各議員の一般質問の内容全
てをご覧いただくことができま
す。
　また、生中継での配信も行っ
ておりますので、次回の令和６
年６月定例会開催
時には、ぜひご活
用ください。

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

一般質問をインターネットで簡単視聴！

山
形
の
食
文
化

全
国
発
信
へ
！

仁に

藤と
う　

　
俊と

し
（
新

翔

会
）
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国
は
ヤ※
１
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支

援
の
対
象
と
し
て
明
確
化
す
る
方

針
を
示
し
た
が
、
本
市
の
考
え
は

ど
う
か
。

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
把

握
の
た
め
、
学
校
と
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
で
情
報
を
共
有
し
、
支

援
の
際
に
は
、
セ
ン
タ
ー
と
介
護

や
障
が
い
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
て
、
子
ど
も
の
立

場
に
立
っ
た
相
談
支
援
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
学
校
外
に
い
じ
め
相
談
窓
口

を
設
置
す
る
国
の
実
証
実
験
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
が
相
談

し
や
す
く
な
り
、
教
員
の
負
担
軽

QAQ

口
の
改
修
を
行
う
際
に
は
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
取

り
入
れ
、
障
が
い
者
に
も
や
さ
し

い
整
備
を
行
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う

か
。

　
　
令
和
６
年
度
に
職
員
・
来
賓

用
玄
関
の
改
修
と
南
側
昇
降
口
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
検
討
を
行
う

た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点

も
考
慮
し
て
進
め
て
い
く
。

　
　
持
続
可
能
な
観
光
を
実
現
す

る
た
め
の
戦
略
は
ど
う
か
。

　
　
設
備
投
資
な
ど
の
促
進
と
観

光
客
の
増
加
の
好
循
環
を
構
築
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
観
光
誘
客
と
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
日
本
一
の
観
光
案
内
所
の
設

置
に
向
け
た
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
余
す
こ
と
な
く
本
市
の
魅
力

を
体
験
・
発
信
で
き
る
施
設
を
目

指
し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
施
設
に
し
て
い
く
。

　
　
主
要
な
観
光
地
・
観
光
施
設

や
中
心
市
街
地
を
対
象
に
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
情
報
を
記
載
し
た
、
紙

で
持
ち
運
べ
る
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ニ
ー
ズ
な
ど
、
障
が
い
者
団

体
な
ど
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
　
市
道
前
田
双
月
線
の
山
形
大

学
前
区
間
の
歩
道
の
消
雪
化
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
る
が
、

将
来
的
に
消
雪
化
が
必
要
な
路
線

で
あ
り
、
整
備
可
能
な
消
雪
方
式

な
ど
、
実
現
性
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

A

QAQA

QA

QA

減
も
図
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
お
や
こ
よ
り
そ
い
チ
ャ
ッ
ト

や
ま
が
た
で
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ

支
援
や
、
い
じ
め
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

の
開
設
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

子
ど
も
の
思
い
を
適
切
に
受
け
止

め
、
寄
り
添
い
な
が
ら
解
決
に
導

く
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
児
童
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
寄

り
添
っ
た
柔
軟
な
学
校
選
択
が
で

き
る
よ
う
に
、
小
規
模
校
を
特※
２
認

校
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
学
ぶ
場

の
選
択
肢
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
受
け
入
れ
体
制
な
ど
の
検
討

す
べ
き
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

本
市
の
学
校
の
配
置
と
整
備
の
基

本
的
な
考
え
方
を
策
定
す
る
中
で
、

小
規
模
校
や
特
認
校
制
度
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
現
在
の
教
員
配
置
基
準
で
は
、

個
別
対
応
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の

支
援
体
制
は
十
分
と
は
言
い
難
い
。

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の

保
障
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
が
主

体
的
に
授
業
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的

な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
を
図
っ

て
い
る
。今
後
も
、現
在
の
取
り
組

み
を
継
続
し
な
が
ら
、
学※
３
び
の
多

様
化
学
校
や
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
の

在
り
方
を
研
究
、検
討
し
て
い
く
。

　
　
中
高
生
を
中
心
と
し
た
若
者

の
居
場
所
を
、
中
心
市
街
地
へ
整

備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
旧
大
沼
周
辺
の
再
開
発
事
業

や
新
市
民
会
館
の
整
備
な
ど
に
併

せ
て
、
他
市
の
先
進
的
な
取
り
組

み
な
ど
も
調
査
研
究
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
　
福
島
市
の
取
り
組
み
を
参
考

に
、
空
き
家
対
策
の
分
か
り
や
す

い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
の
啓
発
や
関

係
機
関
と
の
連
携
協
定
の
締
結
な

ど
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
、
空

き
家
相
談
会
や
地
域
と
連
携
し
た

空
き
家
対
策
事
業
な
ど
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
所
有
者
の
意
識
と
理

解
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
、
空
き

家
対
策
に
有
用
で
あ
り
、
引
き
続

き
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
改
正
の
中
で
農
産
物
の
価
格
転

嫁
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
が
、
小

規
模
農
家
も
含
め
た
経
営
安
定
対

策
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
動
向
を
注
視
し
、
農
業

者
の
経
営
安
定
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
、
地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
話

し
合
い
な
ど
で
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
山
形
市
農
業
戦
略
本
部
で
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

AQAQ

AQAQ

AQA

子
ど
も
・
若
者
の
笑
顔
が
輝
く

施
策
の
具
現
化
を
！

▲第五小学校の玄関口へユニバーサルデザインを

長な
が

澤さ
わ　

　
愛あ

い
（
未
来
や
ま
が
た
）

▲若者の居場所×まちのにぎわいを！
　（尼崎市の事例）

※１　ヤングケアラー…本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子ども。
※２　特認校（特認校制度）…特色ある環境での教育を希望し、趣旨や目的などを理解して要件を満たす場合に、入学を認める制度。本市では第

一小学校と山寺小学校を特認校に指定している。
※３　学びの多様化学校…不登校児童・生徒の実態に配慮して特別に編成された教育課程に基づく教育を行う学校。
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日
本
型
食
生
活
の
定
着
に
向

け
た
普
及
・
啓
発
や
、米
食
の
健
康

へ
の
効
用
な
ど
の
情
報
発
信
を
行

う
と
と
も
に
、
国
内
外
向
け
に
米

Q

の
需
要
拡
大
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
米
飯
給
食
や
市
産
米
の
米
粉

パ
ン
の
提
供
、
イ
ベ
ン
ト
の
活
用

な
ど
で
の
需
要
拡
大
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
は
、
Ｊ
Ａ
や
国
、

A
　
　
各
学
校
で
い
じ
め
の
校
内

ケ
ー
ス
会
議
を
行
い
、
教
職
員
間

で
認
識
を
共
有
し
て
ほ
し
い
が
、い

じ
め
対
策
組
織
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
　
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
い
じ
め

の
防
止
な
ど
の
措
置
を
効
果
的
に

行
う
た
め
、
学
校
い
じ
め
防
止
等

対
策
組
織
を
設
置
し
て
い
る
。

　
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
配
置
が
進
ん
で
い
る
が
、
常
に

相
談
で
き
る
体
制
で
は
な
い
。
求

め
に
応
じ
て
各
学
校
を
訪
問
で
き

る
体
制
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
配
置
が
さ
ら
に
充
実
す
る
よ

QAQA

県
と
連
携
し
て
輸
出
用
米
の
さ
ら

な
る
拡
大
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
漢
方
に
も
使
用
さ
れ
る
紅
花

の
生
産
振
興
は
、
本
市
が
掲
げ
る

文
化
創
造
都
市
・
健
康
医
療
先
進

都
市
の
推
進
に
大
き
く
寄
与
す
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
に
向

け
て
機
運
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
、

県
や
Ｊ
Ａ
、
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
紅
花
の
生
産
振
興
に
努

め
て
い
く
。

　
　
鳥
獣
被
害
に
総
合
的
に
対
応

で
き
る
鳥
獣
対
策
室
の
早
急
な
設

置
を
提
案
し
て
い
る
が
、
検
討
状

況
は
ど
う
か
。

　
　
多
様
化
す
る
鳥
獣
対
策
と
し

て
、
捕
獲
と
管
理
・
保
護
の
両
面

を
考
慮
し
て
対
応
で
き
る
専
門
職

員
の
配
置
や
、
組
織
体
制
の
在
り

方
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
激げ
き
甚じ
ん
災
害
な
ど
か
ら
農
業
水

利
施
設
を
復
旧
さ
せ
る
際
に
、
本

市
が
事
業
主
体
と
し
て
対
応
で
き

る
体
制
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
激
甚
災
害
指
定
を
受
け
た
令

和
２
年
度
の
豪
雨
災
害
の
際
に
は
、

本
市
が
事
業
主
体
と
し
て
復
旧
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
積

極
的
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
、

QA

QA

QA

う
に
、
今
後
も
県
と
国
に
働
き
か

け
な
が
ら
、
配
置
の
在
り
方
を
調

査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
導
入

に
当
た
っ
て
は
、
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
を
守
る
代
弁
者
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
を
明
確
に
位
置
付
け
、

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
も
相
談
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
弁
護
士
か
ら
の
指
導
や
助
言

を
も
と
に
、
学
校
が
早
い
段
階
か

ら
適
切
か
つ
丁
寧
な
対
応
を
行
う

こ
と
が
問
題
の
拡
大
防
止
と
早
期

解
決
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
に
結
び
つ
く
と
の
考
え

の
も
と
で
、
適
切
な
活
用
を
推
進

し
て
い
く
。

　
　
日
頃
か
ら
教
職
員
が
い
じ
め

に
対
応
す
る
姿
を
見
て
い
れ
ば
、

子
ど
も
は
相
談
が
し
や
す
く
な
る

と
考
え
る
。
い
じ
め
の
定
義
を
明

確
に
規
定
し
た
い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
の
制
定
か
ら
１０
年
が
経
過

し
た
が
、
現
場
の
教
職
員
の
認
識

は
ど
う
か
。

　
　
本
人
が
不
快
な
気
持
ち
を

持
っ
た
場
合
は
、
い
じ
め
に
当
た

る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
り
、
各

学
校
で
も
教
職
員
に
確
認
の
機
会

を
設
け
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
立
場

か
ら
の
校
則
の
見
直
し
や
、
学
校

環
境
の
改
善
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
子
ど
も
の
人
権
や
自
己
指
導

力
の
育
成
の
観
点
か
ら
、
生
徒
の

声
を
反
映
し
た
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
指
導
・
助
言
し
て
い
く
。

　
　
国
に
保
育
士
の
配
置
基
準
の

さ
ら
な
る
改
善
を
求
め
る
と
と
も

に
、
市
が
独
自
に
条
例
で
改
善
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
令
和
６
年
６
月
定
例
会
で
、

３
歳
児
は
１５
対
１
、
４
・
５
歳
児

は
２５
対
１
の
職
員
配
置
と
す
る
基

準
へ
の
条
例
改
正
を
目
指
す
と
と

も
に
、
１
歳
児
の
配
置
基
準
の
改

正
も
、
国
な
ど
の
動
向
を
見
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援

事
業
の
補
助
額
の
拡
充
や
周
知
方

法
の
工
夫
を
行
い
、
住
宅
耐
震
化

を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
住
宅
内
へ
の
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
の
設
置
工
事
、

居
室
を
部
分
的
に
補
強
す
る
工
事

の
補
助
額
を
拡
充
し
、
さ
ら
な
る

周
知
に
努
め
て
い
く
。

　
　
災
害
関
連
死
対
策
と
し
て
、

二
次
避
難
の
在
り
方
を
再
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
近
年
全
国
的
に
発
生
し
て
い

る
災
害
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
十

分
に
検
討
し
て
い
く
。

QAQ

AQAQA

QAQA

こ
ど
も
の
尊
厳
を
守
る

い
じ
め
対
策
を

農
業
の
振
興
と

地
域
活
性
化
の
推
進
を
図
れ
！

▲ストレス環境がいじめの一因に
佐さ

藤と
う

亜あ

希き

子こ
（
無
会
派
）

石い
し

山や
ま　

廣ひ
ろ

昭あ
き

（
新

翔

会
）
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令
和
５
年
３
月
に
防
災
対
策

特
別
委
員
会
が
提
言
し
た
、
避
難

所
の
設
備
・
運
営
な
ど
の
施
策
や
、

消
防
本
部
庁
舎
の
施
設
整
備
な
ど

の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
避
難
所
運
営
に
必
要
な
備
蓄

品
や
資
機
材
を
適
切
に
保
管
管
理

し
な
が
ら
、
優
先
順
位
を
設
定
し

て
更
新
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。
消

防
本
部
庁
舎
は
、執
務
環
境
な
ど
、

短
期
で
改
善
で
き
る
も
の
は
改
善

し
な
が
ら
、
山
形
市
消
防
施
設
整

備
計
画
で
の
目
標
使
用
年
数
を
踏

ま
え
て
、
建
て
替
え
に
視
点
を
置

い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
第
一
中
学
校
南
側
の
グ
ラ
ウ

QAQ

土
木
系
技
術
職
員
の
適
正
配
置
や

育
成
に
努
め
て
い
く
。

　
　
高
瀬
地
区
を
舞
台
に
し
た
映

画
の
資
料
や
紅
花
の
栽
培
用
農
耕

道
具
を
展
示
す
る
資
料
館
を
高
瀬

紅
花
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

内
に
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
さ
く
ら
ん
ぼ
山
形
で

も
紅
花
を
活
か
し
た
事
業
展
開
を

図
っ
て
お
り
、
提
案
さ
れ
た
内
容

も
、
他
の
地
域
と
連
携
し
な
が
ら

実
現
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
仙
台
圏
に
近
い
高
瀬
地
区
に
、

自
然
を
活
か
し
た
市
営
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
と
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
を
造
成
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
は
注
目
さ
れ
る
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
一
つ
で
あ
り
、
先
進
自
治

体
の
事
例
な
ど
を
研
究
し
な
が
ら
、

民
間
活
力
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
災
害
時
の
住
民
の
安
全
確
保

や
利
便
性
向
上
の
た
め
、
高
瀬
地

区
の
防
災
道
路
の
建
設
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
災
害
時
の
安
全
確
保
や
平
常

時
の
維
持
管
理
の
観
点
も
含
め
て
、

防
災
道
路
と
し
て
の
有
効
性
や
実

現
性
を
精
査
し
て
い
く
。

　
　
年
度
内
に
複
数
回
の
訓
練
を

実
施
し
た
場
合
で
も
報
償
金
を
支

給
で
き
る
よ
う
に
、
山
形
市
自
主

防
災
組
織
活
動
支
援
報
奨
制
度
を

拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
実
効
性
の
高
い
防
災
訓
練
を

実
施
す
る
自
主
防
災
組
織
に
対
し

て
、
報
償
金
を
複
数
回
支
給
す
る

な
ど
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

ン
ド
は
、
十
分
な
面
積
が
あ
り
、

幹
線
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、

県
な
ど
と
の
密
接
な
連
携
も
可
能

と
な
る
立
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
消
防
本
部

庁
舎
の
移
転
先
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
当
該
地
へ
移
転
し
た
場
合
、

消
防
署
所
の
配
置
に
偏
り
が
生
じ
、

迅
速
な
災
害
対
応
に
支
障
を
き
た

す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
現

在
地
で
の
消
防
本
部
庁
舎
建
て
替

え
も
有
力
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
第
一
中
学
校
南
側
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
利
活
用
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
具
体
的
な
予
定
は
な
い
が
、

有
効
活
用
す
べ
き
と
き
に
は
、
利

活
用
し
て
い
く
。

　
　
京
都
市
で
は
、
街
な
か
の
電

柱
な
ど
に
想
定
浸
水
深
を
記
載
し

た
表
示
板
を
設
置
し
、
水
害
の
危

険
性
を
周
知
し
て
い
る
が
、
本
市

で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
防
災
意
識
の
向
上
の
た
め
の

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
実
施
自
治
体
の
取
り
組
み

状
況
を
調
査
し
て
い
く
。

　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
で
蔵
王

温
泉
の
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る

一
方
で
、
伸
び
悩
む
ス
キ
ー
客
の

増
加
を
図
る
た
め
に
実
施
し
た
、

リ
フ
ト
券
半
額
な
ど
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
効
果
や
課
題
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
４
年
度
は
、
対
象
を
市

民
に
限
定
し
て
リ
フ
ト
代
の
半
額

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
実
施
し
た

が
、
若
者
の
利
用
拡
大
に
は
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
。
５
年
度
は
、
対

象
期
間
の
拡
大
と
１８
歳
か
ら
２９
歳

の
若
者
に
限
定
す
る
見
直
し
を

行
っ
た
結
果
、
目
標
数
が
完
売
と

な
り
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と

捉
え
て
い
る
。

　
　
大
手
総
合
リ
ゾ
ー
ト
運
営
会

社
の
蔵
王
温
泉
へ
の
進
出
を
不
安

に
感
じ
て
い
る
関
係
者
も
い
る
た

め
、
本
市
側
か
ら
積
極
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
計
画
検
討
中
と
認
識
し
て
お

り
、
地
域
な
ど
と
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
段
階
に
な
れ
ば
、
本
市
が
関
与

す
る
場
面
も
あ
る
と
想
定
し
て
い

る
た
め
、動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
仙
山
線
の
一
部
の
駅
は
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
未
対
応
の
ま
ま

で
あ
る
が
、
本
市
が
導
入
費
用
を

負
担
す
る
案
も
含
め
た
取
り
組
み

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
は
、
導
入

費
用
以
外
に
も
運
営
や
新
サ
ー
ビ

ス
導
入
費
用
の
取
り
扱
い
な
ど
も

含
め
た
検
討
が
必
要
と
の
見
解
が

示
さ
れ
て
い
る
。
仙
山
線
の
利
用

拡
大
に
取
り
組
み
、
対
応
駅
の
拡

大
を
働
き
か
け
て
い
く
。

AQAQ

AQA

QAQA

防
災
対
策
特
別
委
員
会
の

提
言
へ
の
対
応
は
ど
う
か

▲市の花である「紅花」の生産振興を

渡わ
た

辺な
べ　

　
元は

じ
め　（

緑

政

会
）

▲西消防署と同規模の消防本部庁舎の整備を
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能
登
半
島
地
震
で
は
、
福
祉

避
難
所
の
開
設
が
課
題
と
さ
れ
た

が
、
本
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
協
定
に
基
づ
き
、
５９
の
介
護

QA

施
設
と
ホ
テ
ル
を
福
祉
避
難
所
に

指
定
し
て
い
る
が
、
大
規
模
災
害

時
に
は
対
応
が
困
難
な
事
態
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、
モ
デ
ル
事
業
を

踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
県
が
実
施
す
る
「
交
通
安
全

あ
り
が
と
う
運
動
」
の
周
知
啓
発

を
積
極
的
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
幼
児
・
児
童
向
け
に
行
う
交

通
安
全
教
室
で
は
、
お
じ
ぎ
な
ど

で
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
伝
え

る
こ
と
を
推
奨
し
て
お
り
、
事
故

抑
制
に
つ
な
が
る
よ
う
に
普
及
啓

発
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
未
就
学
児
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
触
れ
る
機
会
が
多
い
現
状
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児
健

康
診
査
時
の
周
知
啓
発
や
、
問
診

で
電
子
機
器
の
長
時
間
の
視
聴
が

懸
念
さ
れ
た
場
合
に
保
護
者
へ
保

QAQA

　
　
県
と
市
の
補
助
事
業
で
あ
る

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
で

は
、
建
物
全
体
の
改
修
が
補
助
要

件
と
な
っ
て
い
る
が
、
建
物
の
一

部
改
修
へ
の
補
助
も
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
他
県
で
は
、
段
階
的
な
耐
震

化
工
事
へ
の
補
助
事
例
も
あ
る
た

め
、
制
度
設
計
の
見
直
し
を
県
に

要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、
令
和
６

年
度
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支

援
事
業
（
市
補
助
）
で
は
、
耐
震

診
断
後
に
住
宅
の
一
部
を
先
行
し

て
耐
震
改
修
で
き
る
よ
う
に
、
補

助
対
象
に
減
災
対
策
・
部
分
補
強

工
事
を
追
加
す
る
。

　
　
能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
、
就
学
・
就

労
支
援
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
希
望
す
る
被
災
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
被
災
児

童
・
生
徒
な
ど
の
就
学
支
援
や
、

ワ
ー
ク
ス
テ
ッ
プ
や
ま
が
た
で
の

迅
速
な
就
労
支
援
な
ど
、
で
き
る

限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
市
立
商
業
高
等
学
校
の
入
学

試
験
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使

用
な
ど
、
合
理
的
配
慮
に
向
け
た

県
と
の
協
議
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
県
市
町
村
教
育
委
員
会

協
議
会
で
は
、
配
慮
の
取
り
組
み

QA

QA

QA

健
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
適
正
な
利
用
を
促
し
て
い
く
。

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
の
意
義

が
正
し
く
伝
わ
る
よ
う
に
、
必
要

性
や
今
後
の
進
め
方
を
発
信
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
部
活
動
に
関
す
る
意
識
調
査

の
結
果
や
モ
デ
ル
事
業
の
結
果
の

検
証
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
令
和
７

年
度
ま
で
に
移
行
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
あ
り
、
各
学
校
の
保
護

者
会
な
ど
で
考
え
方
や
取
り
組
み

を
説
明
し
、
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　
　
災
害
で
断
水
が
生
じ
た
際
の

本
市
の
対
応
は
ど
う
か
。
ま
た
、

対
策
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
不
安
解
消
に
努

め
て
は
ど
う
か
。

　
　
震
度
５
弱
以
上
の
揺
れ
の
観

測
後
に
２８
カ
所
の
拠
点
給
水
所
を

開
設
し
て
応
急
給
水
を
行
う
。
ま

た
、
効
果
的
な
応
援
を
受
け
る
た

め
の
受じ
ゅ
援え
ん
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
お
り
、
家
庭
で
で
き
る
備
え
な

ど
の
情
報
と
併
せ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も

活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

　
　
若
い
世
代
の
定
着
に
向
け
て
、

地
元
で
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
、
中
高
生
が
市
内
で

働
く
大
人
の
話
を
聞
く
機
会
を
定

期
的
に
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
高
校
生
対
象
の
ジ
ュ
ニ
ア
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
６
年
度
に
は
、

さ
ら
な
る
情
報
発
信
や
生
成
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組
み
を

予
定
し
て
い
る
。
中
高
生
へ
の
取

り
組
み
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

地
元
定
着
・
地
元
回
帰
の
促
進
に

向
け
て
、施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
の
建
物
の
状

況
を
Ｖ※
１
Ｒ
で
内
覧
で
き
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
地
に
行
か
な
く
て
も
物
件

を
確
認
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

一
方
で
、
必
要
な
機
材
の
コ
ス
ト

な
ど
の
理
由
で
多
く
の
自
治
体
が

導
入
を
見
送
っ
て
い
る
た
め
、
他

自
治
体
や
民
間
事
業
者
の
事
例
を

引
き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
宴
席
で
の
参
加
者
の
交
流
と

料
理
を
楽
し
む
こ
と
の
両
立
の
た

め
、
※
２３�

０
・
１�

０
運
動
を
１�

０
・

３�

０
運
動
と
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
ボ
ッ
ク
ス
で

料
理
を
持
ち
帰
る
県
の
取
り
組
み

の
周
知
啓
発
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
状
況
に
応
じ
て
効
果
的
な
時

間
を
設
定
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
て
い
く
。

ま
た
、
引
き
続
き
県
と
連
携
し
、

食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
の
周

知
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

QAQA

QAQ

AQA

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
や
さ
し
い
ま
ち
山
形
」に

地
震
被
害
軽
減
へ
、木
造
住
宅
耐
震

改
修
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
！

▲止まってくれてありがとう
髙た
か

橋は
し　

昭あ
き

弘ひ
ろ

（
未
来
や
ま
が
た
）

高た
か

橋は
し　

公き
み

夫お
（
令

政

会
）

※１　ＶＲ…コンピューターで作り出された仮想現実。VirtualRealityの略称。専用のゴーグルなどを着用することで、実際に仮想現実の中に
いるような体験をすることができる。

※２　３０・１０運動…宴会時の食べ残しを減らすためのキャンペーンで、乾杯後の３０分とお開き１０分前は自席で料理を楽しむよう呼び掛けることで、
食品ロスを削減するもの。
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中
心
市
街
地
に
、
子
育
て
支

援
施
設
や
近
隣
の
保
育
所
な
ど
を

集
約
し
た
大
型
児
童
遊
戯
施
設
を

整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
済
生
館
と
旧
大
沼
周
辺
の
一

体
的
な
開
発
に
向
け
た
基
本
構
想

を
令
和
６
年
度
に
策
定
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
、
提
案
さ
れ
た
内
容

も
含
め
て
、
導
入
す
る
機
能
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
山
形
五
堰
の
世
界
か
ん
が
い

施
設
遺
産
登
録
を
市
民
に
周
知
す

る
と
と
も
に
、
市
外
に
向
け
た
情

報
発
信
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
動
画
の
作

成
の
ほ
か
、
小
学
生
を
対
象
に
し

QAQA

の
充
実
を
継
続
し
て
要
望
し
て
お

り
、
今
後
も
、
合
理
的
配
慮
の
在

り
方
を
県
教
育
委
員
会
と
協
議
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
人
手

不
足
解
消
に
向
け
た
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催
に

向
け
た
支
援
策
を
、
令
和
６
年
３

月
定
例
会
に
提
案
し
て
い
る
。

　
　
み
は
ら
し
の
丘
へ
の
中
学
校

建
設
は
、
将
来
の
第
九
中
学
校
の

学
校
規
模
と
の
関
係
で
難
し
い
と

の
こ
と
だ
が
、
通
学
の
負
担
な
ど

を
考
慮
し
て
再
度
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
３
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け

て
第
九
中
学
校
の
増
築
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
、
教
育
環
境
の
整
備

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
現
時

点
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
本
市
が
上
山
市
、
山
辺
町
と

検
討
し
て
い
る
新
広
域
斎
場
と
併

せ
て
、
合
葬
式
墓
所
を
備
え
た
市

民
霊
園
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
新
広
域
斎
場
の
立
地
自
治
体

が
未
定
の
段
階
で
の
市
民
霊
園
の

検
討
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

合
葬
式
墓
所
を
備
え
た
市
民
霊
園

の
設
置
は
、
市
民
霊
園
の
在
り
方

を
含
め
て
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
市

民
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
愛
知
県
豊
田
市
が
実
施
す
る

人
工
衛
星
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
漏

水
検
知
シ
ス
テ
ム
を
、
本
市
で
も

試
験
的
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
調
査
期
間
の
短
縮
、
調
査
費

用
の
縮
減
、
漏
水
量
の
減
少
な
ど

が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、

６
年
度
か
ら
の
試
験
導
入
に
向
け

て
関
連
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

QA

QA

QA

QA

た
見
学
会
を
実
施
し
て
い
く
。
市

外
に
向
け
た
情
報
発
信
は
、
遺
産

を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
大
規
模
地
震
な
ど
が
発
生
し

た
際
の
中
山
間
地
の
集
落
の
孤
立

に
備
え
た
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
地
区
の
集
会
所
な
ど
に
防
災

行
政
無
線
な
ど
を
配
備
す
る
と
と

も
に
、
負
傷
者
や
食
料
の
搬
送
な

ど
に
備
え
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

臨
時
に
離
着
陸
で
き
る
場
所
と
し

て
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園

な
ど
を
選
定
し
て
い
る
。

　
　
災
害
時
の
物
資
の
輸
送
に
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
孤
立
し
た
集
落
な
ど
へ
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
の
物
資
の
空
輸
や
、

不
通
箇
所
で
は
中
継
で
の
陸
上
輸

送
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
た
物
資
輸
送
な
ど

は
、
先
進
事
例
な
ど
を
調
査
研
究

し
て
い
く
。

　
　
空
き
家
解
消
に
向
け
て
、
宅

建
事
業
者
と
連
携
し
た
「
官
民
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
国
は
民
間
事
業
者
と
の
連
携

に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
て
い

る
が
、
民
間
事
業
者
と
情
報
を
共

有
す
る
た
め
に
は
、
所
有
者
の
同

意
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
運
用
上

の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
市

の
事
例
を
調
査
検
討
し
て
い
く
。

　
　
道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王
の
樹

氷
ホ
ー
ル
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア

ノ
や
子
ど
も
向
け
遊
具
を
設
置
し
、

イ
ベ
ン
ト
が
な
い
場
合
の
活
用
策

と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ド
ロ
ー
ン
映
像
な
ど
を
壁
に

投
影
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

導
入
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ー
ル

プ
ー
ル
や
滑
り
台
の
設
置
な
ど
も

行
い
、
来
場
者
が
よ
り
楽
し
め
る

空
間
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
市
立
商
業
高
等
学
校
の
充
実

し
た
施
設
や
設
備
を
活
用
し
て
、

運
動
部
活
動
の
競
技
力
向
上
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
学
校
と
企
業
が
連
携
し
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
マ
シ
ン
を

使
っ
た
実
技
指
導
や
ス
ポ
ー
ツ
栄

養
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
て
お

り
、
恵
ま
れ
た
施
設
を
有
効
に
活

用
す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
。

　
　
第
一
中
学
校
南
側
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
人
工
芝
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
の
維
持
管
理
団
体
や
ス

ポ
ー
ツ
競
技
団
体
の
意
向
を
踏
ま

え
て
、
今
後
の
本
格
的
な
利
活
用

を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
お
り
、
併
せ
て
人
工
芝
化

を
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

中
心
市
街
地
に
大
型
児
童

遊
戯
施
設
の
整
備
を
！

▲耐震改修の例（筋かい金物補強）

佐さ

藤と
う　

清き
よ

徳の
り

（
新

翔

会
）

▲函館市の中心市街地に整備された
　児童遊戯施設
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山
形
の
美
し
い
自
然
が
花
開
く

季
節
で
す
。
広
報
広
聴
委
員
会
で

は
、
新
た
な
委
員
が
「
み
ち
し
る

べ
」
の
編
集
に
携
わ
り
、
１
年
が

経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
民
が

必
要
と
す
る
市
政
や
議
会
の
情
報

を
発
信
す
る
「
広
報
」
と
、
市
民

か
ら
の
意
見
や
情
報
を
受
け
止
め

る
「
広
聴
」
の
機
能
強
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
会
議
場
で
初
め
て
開
催
し
た

「
議
会
報
告
会
＆
議
場
演
奏
会
」

で
は
、
議
会
の
様
子
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
に

資
料
を
掲
示
す
る
な
ど
の
工
夫
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
山
形
交
響

楽
団
の
演
奏
で
は
、
多
く
の
市
民

と
と
も
に
心
豊
か
な
ひ
と
時
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
で
市
民
と
の

連
携
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。



広
報
広
聴
委
員　
松
田　
孝
男

編
集
後
記

　スマートフォン・タブレットなどで
スマホで視聴できます

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

本会議や予算委員会な
どの模様（生中継・録
画）が視聴できます。
お気軽にご活用くださ
い。

議会報告会＆議場演奏会を開催しました

・��高齢化社会の中、民生委員の役割が増している。国からの活動費に各市町村が上乗せを行っ
ているが、県都山形市としてトップクラスの上乗せを行ってもらいたい。
・��能登半島地震が発生したが、山形市にも活断層がある。山形市の住宅の耐震化率や対応策、
空き家への対応はどうなっているのか。
・��ラーメンの聖地を名乗っているが、聖地とは永久に変わらないものである。家計調査の結
果は毎年変わる可能性があるので、聖地を名乗ることは適切なのか。
・��道路への点字ブロック敷設が少なく、同行援護を行う事業者も少ない。障害者差別解消法
に基づくまちづくりを進めてほしい。
・子どもの登校時の歩道の除雪をもっと行ってほしい。
・��自分の地区以外の議員がどのような活動をしているのか知らない人が多いのではないか。
このような意見交換会をこれからも行ってほしい。

　本会議場を会場として、第９回目となる「議会報告会」を令和６年２月６日に開催しました。
　今回は初の試みとして、「議会報告会」と山形交響楽団の演奏をお楽しみいた
だく「議場演奏会」を併せて実施しました。
　当日は、６６人の皆さまにご参加いただき、議会報告会では１２月定例会の議会活
動や各委員会のトピックスの報告、参加された皆さまとの意見交換を行いました
ので、お寄せいただいたご意見の一部を紹介します。

　お寄せいただいた貴重なご意見は、全議員で共有するとともに、今後の議会活動を通して本市
の発展につなげていきたいと考えております。

　議会報告会の後には、議場演奏会として、山形交響楽団のオーボエ四重奏による、井上陽水の
「少年時代」、モーツァルトの「オーボエ四重奏　ヘ長調　第一楽章」などの素敵な演奏をご堪能
いただきました。ご参加いただいた皆さま、誠にありがとうございました。

20

https://yamagata-city.stream.jfit.co.jp/



